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１．海上コンテナ部会とは

概 要

昭和４８年に海上コンテナ部会の陸上関
係事業者による協調体制を確立して輸送
の円滑化を図り、事業の健全な発展を期
することを目的として発足されました。

現在は名古屋港を中心に海上コンテナを
取り扱う約２７０社（ＩＤ登録台数：約
３，６００台）の運送事業者で構成され、
運営委員会１６社、実務委員会２０社で
組織化されています。

〔令和３年４月時点〕
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２．通常総会の開催

毎年６月の第１金曜日に通常総会を開催し、約１００名以上の部会員が参加されます。

通常総会では事業報告、収支決算報告、事業計画、役員改選等について議決します。

例年、来賓として愛知運輸支局次席運輸企画専門官、愛知県トラック協会常務理事に

出席を頂いております。

通常総会の様子 （2019年度）
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３．実務委員会のパトロール活動

毎月第３水曜日に各ターミナル（ＮＣＢ・西部北・西部南・ＴＣＢ・ＮＵＣＴ）にて
パトロール活動や会議を実施しています。パトロールでは、ゲート前での車両の違反
調査やスピードガンを使用したターミナル内での速度調査等を実施しています。

違反車両調査の様子 ゲートでのヘルメット・一旦停止をチェック
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ターミナル構内パトロール集計結果

集計結果（５２９件）は、海上コンテナ部会実務委員会、飛島実務委員会、
鍋田実務委員会の毎月パトロール違反調査結果を集計した件数となります。
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ターミナル構内速度調査結果
ターミナル構内の制限速度は２５ｋｍ／ｈ！！

実務委員会は毎月ターミナルでスピード調査を実施し、
構内速度違反の抑止、遵守に努めています。

奇数月はＮＵＣＴ、偶数月はＴＣＢで調査しています。

速度調査の様子
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各専門チームの主な役割

安全チーム

交通安全講習会の開催、パトロール・道路の改善等

料金チーム

附帯作業料金収受や料金体系改善への意見交換会等

法令チーム

特車関係の勉強会・背高経路について等

ＴＭ・ＶＰチーム

ターミナル内導線やＶＰの交渉等

広報チーム

部会ＨＰ、部会紹介冊子の作成、人材確保等

〔令和２年３月時点〕

４．専門チームの活動

打合せの様子

実務委員会内に設置されている５つの専門チーム（安全・料金・法令・
ターミナルバンプール・広報）では、業界におけるタイムリーな問題や
テーマを掲げ、調査・協議・研修を行い、全部会員 及び 業界団体に情報
を発信しています。
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５．西部臨海工業地帯安全輸送協議会パトロール

毎月第３木曜日に西部臨海工業地帯安全輸送協議会、愛知県トラック協会名古屋第三支
部、尾西支部、各顧問団体（蟹江警察署、名古屋港管理組合、名古屋国道事務所、愛知運
輸支局）と連携し、飛島・弥富埠頭を中心に毎月交通安全パトロールを実施しています。

パトロールの様子 会議の様子
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６．街頭指導の実施

平成２１年５月に走行中のトレーラーからコンテナが転落するという重大事故が発生して以来、
当部会では「緊締装置の全ロック」・「安全速度」・「積載重量の厳守」等の周知徹底の為、
定期的に街頭指導を実施しています。

【令和２年１１月実績】

日 時：令和２年１１月１８日（水） １０時００分～１１時００分

場 所：鍋田ターミナル前（弥富市富浜）

参加機関：愛知県蟹江警察署、中部運輸局愛知運輸支局、中部地方整備局・独立行政法人自動車技術総合機構中部検査部

街頭指導の様子ツイストロック確認
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７．交通安全講習会の開催

【令和元年実績】

日 時：令和元年１０月２６日（土） １３時３０分～１５時３０分 ※例年は夏季開催。

場 所：飛島村すこやかセンター 参加者：６５社 １２８社

第一部 蟹江交通課長講話 第二部 外部講師によるセミナー 講習会の様子

海上コンテナ部会では、毎年蟹江警察署の交通課長をお招きし交通安全講習会を開催しております。

第一部では交通課長による交通安全講話、第二部では運転手を対象としたセミナーや講習会を行っています。
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８．クリーンキャンペーンの実施

名古屋港管理組合 及び 飛島村役場と合同による飛島村西四区周辺道路の地域清掃活動
を行っています。また、当部会の啓発タオルの配布、ポイ捨て禁止のチラシを配布する等、
ゴミ捨てマナー違反を減らすための啓発活動も併せて行っています。

【令和２年度１１月実績】

日 時：令和２年１１月２７日（金）

場 所：海部郡飛島村西四区全域 参加者： １２０社 ２０９名

実務委員によるゴミの分別作業 分別し収集したゴミ
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９．その他の活動
・返却コンテナの清掃・洗浄等の付帯作業について (平成３０年２月)

国土交通省が標準貨物自動車運送約款の改正を行い、トラック事業者が適正な運賃や料金が収受するこ
とができる取引環境が整備される中、中部運輸局と当部会の連盟により荷主に対して、返却コンテナの
清掃・洗浄コンテナの付帯作業についての要請文書を発出し、海コン部会全会員に周知しました。

〔実施に発出した文章〕
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〇主な要望活動や取組み

・港湾道路の交通安全確保についての改善要望（信号設置の要望）

・貨物に起因しない危険品ラベルの是正要請文書の発出

・港湾道路に対する改善要望

・ターミナル、バンプールに対する作業時間・効率化の要請

・ＳＯＬＡＳ出入り管理マニュアルの周知徹底

・国際海上コンテナにおける安全輸送マニュアルの周知徹底

・ＰＳカード（出入管理情報システム）の導入

・多機能ＲＦＩＤタグ（第三世代）の導入

・女性ドライバーの手洗い場の改善要望
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